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地域別市民意見交換会

■福祉文教委員会
テーマ 市民からの主なご意見 現時点での議会の考え方
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（学校教育）
・コミュニティ・スクールは、どのような

体制で進めるのか。子どもや学校の負担
になるのではないか。

・荘川の保小中一貫教育に基づく複合型施
設整備の提言を早期に実現してほしい。

・校区の見直しをすべきでないか。
・学校備品や設備等（電子黒板、エアコ

ン、プールなど）の充実や通学路の安全
確保をお願いしたい。

（協働のまちづくり）
・町内会、町連、まち協の関係がわかりづ

らい。
・まち協への住民の関心が薄い。まち協の

運営に使命感で取り組んでいるが、将来
に持続可能な体制を整える必要がある。
まちづくり条例やビジョンを示してほし
い。

（子育て支援）
・放課後児童クラブの教室が狭い。学校近

くで場所を確保できないか。
・子育て世代に経済的ゆとりがない。働く

環境の制度充実や支援が必要ではない
か。

・子連れで楽しめる公園が近隣にないた
め、子育て支援、移住定住の観点からも
必要と考える。

・コミュニティ・スクールは、地域住民と学校とで子どもを
中心とした地域づくりや学校づくりを熟議し、新しい時代
にあった両者の関係性を構築していくものです。子ども・
学校・保護者・地域のそれぞれにメリットがあると考えま
す。本質の理解を最優先し、丁寧に進めることを市に働き
かけます。

・荘川地域では、地域存続のための最重要課題と解決の道筋
を地域自らが提言にまとめられました。福祉施設（保育
園、福祉センター）や学校をまちづくりの拠点とし、地域
が一体となって人づくりを推進していくという地域の思い
を議会は力強く応援します。

・小学校の統廃合はこれ以上行うべきではありませんが、学
区の再編は、児童数や通学距離の平準化のみならず、まち
協の円滑な運営にとっても必要と考えます。子どもや地域
の将来を第一に検討を進めるよう市に働きかけます。

・新たな時代に必要な学校備品等の拡充や安心安全への取り
組み強化などは必要と考え、引き続き市に働きかけます。

・協働のまちづくりは、確たる理念が浸透しておらず未だ混
乱が解消されていません。まちづくりや市民活動推進のた
めの条例は、住民に義務を負わせるものではなく、市の役
割を住民に約束するものとして制定が必要と考えます。

・地方創生の柱として教育を据え、保・幼・小・中・高を一
体として考えることが必要と考えます。社会全体で未来の
担い手である子どもたちの育成が図られるような体制づく
りや子育て世代のニーズへの対応策について調査・研究を
続けます。
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・市内の中核病院の循環器内科の常勤医師
が不在になったことにより、心筋梗塞な
どの救急医療に不安が生じている。

・住み慣れた地域で必要な医療サービスを受け、安心して暮
らせるまちを目指す上では、市の役割も大きいと考えま
す。県や民間の病院長等とともに、着実な取り組みが進め
られるよう引き続き要請します。
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・豪雨による避難指示が何度も出された
が、町内会として要援護者を避難誘導す
ることが大変だった。高齢化が進む中で
対応が難しい。

・要援護者の避難において、車椅子などの
備品もなく困った。市はいざという時に
対応できるような指導や訓練をしてほし
い。

・協働のまちづくりが進められる中、地域力が期待される取
り組みとして防災があげられます。地域での共助は必要な
ことと考えますが、支援する方と支援される方の双方が避
難地域の当事者であることを忘れず、市は行政の役割を果
たす必要があると考えます。市では地域の方を交え課題の
把握や検証を進めていますが、議会としても災害時に対応
できるような実質的な対策が図られるよう注視します。
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・新火葬場の進捗状況は。
・早期に建設できるよう強く働きかけてほ

しい。

・現在、新火葬場建設検討委員会による候補地選考の段階で
す。選考過程において公平性や客観性を確保し、市民意見
に真摯に対応することを求めるとともに、市の責任として
地域合意のもと早期に実現できるよう引き続き働きかけま
す。
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・次代に即した野球場を整備してほしい。
・空きスポーツ施設の利活用について市に

提案しているが、回答が得られていな
い。

・市では平成３１年度に公共施設等総合管理計画において、
地域の意向を重視し個別施設の方向性を定めるとしてい
ます。今年度策定予定のスポーツ施設整備計画も合わせ、
スピード感のある対応となるよう引き続き市に働きかけま
す。


